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『 関 節 リ ウ マ チ の 診 断 ・ 治 療 の 実 際 』  
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1 ． 新 し い 関 節 リ ウ マ チ 分 類 基 準 の 作 成  

2 0 1 0 年 に 米 国 リ ウ マ チ 学 会 （ A C R ） と 欧 州 リ ウ マ

チ 学 会 （ E U L A R ） が 共 同 で 新 し い 関 節 リ ウ マ チ ( R A )

の 分 類 基 準 （ 2 0 1 0  A C R / E U L A R  R A 分 類 基 準 ） を 作

成 し た 。 従 来 の 基 準 は 早 期 R A に 対 す る 感 度 が 低 か

っ た が 、 関 節 破 壊 の 進 行 度 は 発 症 か ら 2 年 以 内 が 最

も 早 い こ と か ら 、 早 期 診 断 を よ り 重 視 す る も の と な

っ た 。  

2 ． 到 達 目 標 を 持 っ た 治 療 （ T R E A T  t o  T A R G E T ）  

す べ て の R A 患 者 に お い て 、 で き る だ け 早 期 に 寛

解 も し く は 低 疾 患 活 動 性 の 達 成 を 目 指 す こ と 、 そ の

た め に 定 期 的 な 治 療 の 見 直 し に よ る タ イ ト コ ン ト ロ

ー ル を 行 う こ と が 特 に 重 要 で あ る 。  

3 ． 新 し い 寛 解 基 準 の 作 成 と 疾 患 活 動 性 の 指 標  

薬 物 治 療 の 目 標 と し て ① 臨 床 的 寛 解 （ D A S 2 8 、

S D A I 、 C D A I 、 B o o l e a n 評 価 ） ② 構 造 的 寛 解 （ 単 純 X

－ P で 新 た な 骨 び ら ん や 関 節 裂 隙 狭 小 を 認 め な い ）

③ 機 能 的 寛 解 （ H A Q ） ④ 完 全 寛 解 （ ① ～ ③ す べ て を

満 た す 状 態 ） が あ る 。 臨 床 的 寛 解 が 1 2 ～ 2 4 か 月 維

持 さ れ た 後 に は 、 薬 剤 フ リ ー 寛 解 の 可 能 性 も 検 討 し

得 る 。  

4 ． メ ト ト レ キ サ ー ト の 使 用 法  

メ ト ト レ キ サ ー ト （ M T X ） は R A 治 療 の ア ン カ ー

ド ラ ッ グ で あ り 、 日 本 で も 第 一 選 択 薬 と し て 使 用 で

き る よ う に な っ た 。 ま た 用 量 も 2 m g ～ 1 6 m g / 週 ま で

増 量 可 能 に な っ た 。治 療 の エ ビ デ ン ス が 明 確 で あ り 、

ま た 耐 用 性 が 高 い こ と が 特 徴 で あ る 。副 作 用 と し て 、

間 質 性 肺 炎 （ 0 . 5 ～ 5 ％ ）、 骨 髄 障 害 （ 1 ～ 2 ％ ）、 肝 機



能 障 害 、 粘 膜 障 害 （ 口 内 炎 な ど ）、 胃 腸 障 害 や 悪 性 リ

ン パ 腫 な ど 悪 性 腫 瘍 の 発 生 が 挙 げ ら れ る 。 消 化 器 症

状 、 口 内 炎 、 肝 機 能 障 害 な ど の t o x i c  s i d e  e f f e c t に

対 し て は 葉 酸 の 投 与 が 有 効 な 場 合 が あ る 。 い ず れ に

せ よ 、 投 与 前 に 患 者 指 導 を 徹 底 す る こ と が 重 要 で あ

り 、 異 常 が あ れ ば 内 服 を 中 止 し て す ぐ 連 絡 す る よ う

繰 り 返 し 指 導 す る 。 若 い 女 性 で は 妊 娠 に つ い て の 注

意 も 必 要 で あ る 。  

5 ． 7 剤 の 生 物 学 的 製 剤 と J A K 阻 害 薬  

現 在 、 日 本 で は 7 剤 の 生 物 学 的 製 剤 が 使 用 可 能 で

あ る 。 T N F を 標 的 と す る も の と し て イ ン フ リ キ シ マ

ブ （ 点 滴 ）、 エ タ ネ ル セ プ ト （ 皮 下 注 ）、 ア ダ リ ム マ

ブ （ 皮 下 注 ）、 ゴ リ ム マ ブ （ 皮 下 注 ）、 セ ル ト リ ズ マ

ブ ・ ペ ゴ ル （ 皮 下 注 ） の ５ 剤 が あ る 。 一 方 、 I L - 6 受

容 体 を 標 的 と す る も の と し て ト シ リ ズ マ ブ （ 点 滴 ・

皮 下 注 ） が あ る 。 ま た T 細 胞 を 標 的 と す る も の に は

ア バ タ セ プ ト （ 点 滴 ・ 皮 下 注 ） が あ る 。 標 的 分 子 の

違 い や 投 与 法 な ど で 選 択 し て い く 。  

最 近 の 話 題 と し て 生 物 学 的 製 剤 で は な い が 、

J a n u s  k i n a s e （ J A K ） を 阻 害 す る と い う 新 た な 機 序

を 持 つ ト フ ァ シ チ ニ ブ ク エ ン 酸 塩 が 発 売 さ れ た 。

J A K  p a t h w a y を 利 用 す る サ イ ト カ イ ン に よ る 細 胞 内

シ グ ナ ル の 伝 達 を 阻 害 す る 。  

6 ． A C R お よ び E U L A R の 治 療 推 奨  

A C R ガ イ ド ラ イ ン に よ る と 、 罹 病 期 間 6 か 月 未 満

の 早 期 R A の う ち 高 疾 患 活 動 性 の も の は 、3 か 月 未 満

で あ っ て も 予 後 不 良 因 子 が あ れ ば 、 M T X に 加 え て

T N F 阻 害 薬 を 使 用 す る と し た 。 予 後 不 良 因 子 と し て

① H A Q 高 値 ② 関 節 外 症 候 ③ R F・ 抗 C C P 抗 体 陽 性 ④ X

線 学 的 な 骨 び ら ん の 4 つ が あ る 。  

一 方 、 E U L A R の 治 療 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る と 、 R A

と 診 断 後 、 禁 忌 が な け れ ば M T X を 開 始 す る こ と 、 3

か 月 後 に 臨 床 的 寛 解 を 得 ら れ ず 、 予 後 不 良 因 子 （ R F

／ 抗 C C P 抗 体 陽 性 、 画 像 上 の 骨 び ら ん 、 早 期 関 節 破

壊 な ど ） が あ れ ば 、 そ の 時 点 で 生 物 学 的 製 剤 （ 特 に

T N F 阻 害 薬 ） を 導 入 す る こ と 、 予 後 不 良 因 子 が な け

れ ば 第 ２ の 抗 リ ウ マ チ 薬 を 試 み る こ と な ど が 示 さ れ

て い る 。  

 



R A の 治 療 目 標 は 骨 軟 骨 破 壊 の 進 行 を 抑 制 し て 、長

期 予 後 を 改 善 す る こ と で あ る 。 生 物 学 的 製 剤 の 登 場

に よ り 寛 解 導 入 、 薬 剤 フ リ ー を 目 指 す こ と が 可 能 に

な っ て き て い る 。  

（ 文 責  鈴 木  和 夫 ）  


